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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第63期
第２四半期
連結累計期間

第64期
第２四半期
連結累計期間

第63期

会計期間
自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日

自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日

自  平成22年４月１日
至  平成23年３月31日

売上高 (千円) 16,093,282 17,522,696 34,216,025

経常利益 (千円) 83,334 744,901 725,240

四半期(当期)純利益又は
四半期純損失(△)

(千円) △271,910 384,716 51,171

四半期包括利益又は包括利益 (千円) △519,040 290,008 △213,286

純資産額 (千円) 43,436,912 42,579,804 43,301,417

総資産額 (千円) 57,678,902 58,880,915 58,821,887

１株当たり四半期(当期)純利益
金額又は四半期純損失金額
（△）

(円) △3.42 4.84 0.64

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 74.2 72.3 72.6

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 1,332,711 798,424 3,520,102

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △595,498 △1,984,468 △2,899,008

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △550,029 △435,608 △977,630

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 6,018,750 3,872,781 5,430,159

　

回次
第63期
第２四半期
連結会計期間

第64期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自  平成22年７月１日
至  平成22年９月30日

自  平成23年７月１日
至  平成23年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 7.02 10.42

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額につきましては、第63期及び第64期第２四半期連結累計

期間は潜在株式が存在しないため、第63期第２四半期連結累計期間は１株当たり四半期純損失であり、また、

潜在株式が存在しないため記載しておりません。

４．第63期第２四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」(企

業会計基準第25号  平成22年６月30日)を適用し、遡及処理しております。

　

EDINET提出書類

株式会社アイチコーポレーション(E01657)

四半期報告書

 2/21



　

２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事

業の内容に重要な変更はありません。

なお、前連結会計年度において連結子会社でありました杭州愛知工程車輌有限公司は、当社が所有する出

資金の一部を譲渡したことにより関連会社となったため、第１四半期連結会計期間より持分法適用の範囲

に含めております。

この結果、平成23年９月30日現在では、当グループは、当社、子会社４社及び関連会社１社により構成され

ることとなりました。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

当第２四半期連結累計期間（平成23年４月１日～平成23年９月30日）におけるわが国経済は、東日本

大震災後の停滞を脱し、復調の途上にありますが、欧州での債務・金融問題、米国経済の減速、円高の長期

化が懸念され、景気の先行きは不透明な状況が続いております。

このような環境の中で、当グループは東日本大震災の影響により、前半は生産部品の一部供給遅れを受

けて、生産活動が低下しましたが、後半は夏場の電力抑制にも対応しつつ、生産・販売の遅れを挽回いた

しました。なお、海外につきましては、為替が円高で推移したため、全体として、依然厳しい状況が続いて

おります。

この結果、当第２四半期連結累計期間の連結経営成績は、売上高１７５億２千２百万円（前年同四半期

比８.９％増）となりました。

利益につきましては、営業利益は７億４千１百万円（前年同四半期比７９５.３％増）となり、経常利

益は７億４千４百万円（前年同四半期比７９３.９％増）となりました。

また、四半期純利益は３億８千４百万円（前年同四半期四半期純損失２億７千１百万円）となりまし

た。

　

セグメントの業績は次のとおりであります。

（特装車）

特装車売上高は、主に国内向けの売上が増加したことにより１２４億８千２百万円（前年同四半期比

１８.９％増）となり、売上総利益は１９億４千万円（前年同四半期比５２.７％増）となりました。

（中古車）

中古車売上高は、主に国内向けの売上が減少したことにより８億４千８百万円（前年同四半期比２５.

２％減）となり、売上総利益は２億２千６百万円（前年同四半期比４１.８％減）となりました。

（部品・修理）

部品・修理売上高は、主に部品及び検査・修理売上が増加したことにより４０億３千５百万円（前年

同四半期比８.４％増）となり、売上総利益は１０億１千９百万円（前年同四半期比４.１％増）となり

ました。

（その他）

その他売上高は、主にレンタル事業の売上が減少したことにより１億５千６百万円（前年同四半期比

７８.８％減）となり、売上総利益は０.６百万円（前年同四半期比９７.９％減）となりました。
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(2) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、３８億７千

２百万円となり、前連結会計年度末と比べ１５億５千７百万円減少いたしました。各キャッシュ・フ

ローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

(営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における営業活動による資金の増加は、７億９千８百万円となり、前年同

四半期に比べて、５億３千４百万円の減少となりました。これは主に、売上債権の増加額２７億９千５

百万円による資金の減少要因と、仕入債務の増加額１７億４千４百万円、税金等調整前四半期純利益の

増加額７億５千６百万円の資金の増加要因などによるものであります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における投資活動による資金の減少は、１９億８千４百万円となり、前年

同四半期に比べて、１３億８千８百万円の支出の増加となりました。これは主に、預け金の預入額が７

億円、有形及び無形固定資産の取得による支出が３億８千４百万円の増加による資金の減少要因など

によるものであります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における財務活動による資金の減少は、４億３千５百万円となり、前年同

四半期に比べて、１億１千４百万円の支出の減少となりました。これは主に、少数株主への配当金の支

払額が１億３千万円減少したことなどによるものであります。

　
(3) 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間における研究開発費に要した額は、研究材料費、人件費等総額１億１千１百

万円であります。

　
(4) 従業員数

連結会社の状況

当第２四半期連結累計期間において、杭州愛知工程車輌有限公司の出資金の一部を譲渡したことに

より、同社を連結子会社から持分法適用関連会社に移行したこと等に伴い、前連結会計年度末と比べ従

業員数が２７７名減少しております。

なお、従業員数は、当グループから当グループ外への出向者を除き、当グループ外から当グループへ

の出向者を含む就業人員数であります。

また、当グループの各社は、それぞれが高所作業車等の製造・販売及びアフターサービスなどの付帯

業務に関連する事業を営んでおり、セグメントごとに従業員数を把握することが困難でありますので、

セグメントごとの記載をしておりません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 235,000,000

計 235,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成23年９月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成23年11月11日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 79,453,250同左

東京証券取引所
市場第一部

名古屋証券取引所
市場第一部

単元株式数
100株

計 79,453,250同左 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成23年７月１日～
平成23年９月30日

― 79,453 ― 10,425,325 ― 9,941,842
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(6) 【大株主の状況】

平成23年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社豊田自動織機 愛知県刈谷市豊田町２丁目１番地 40,521 51.00

日本電話施設株式会社 愛知県名古屋市中区千代田２丁目15番18号 2,072 2.61

日本マスタートラスト信託銀行株
式会社（信託口）

東京都港区浜松町２丁目11番３号 1,917 2.41

株式会社みずほコーポレート銀行 東京都千代田区丸の内１丁目３番３号 1,743 2.19

（常任代理人　資産管理サービス
信託銀行株式会社）

（東京都中央区晴海１丁目８番12号
晴海アイランドトリトンスクエアオフィスタ
ワーＺ棟）

　 　

愛鈴興産株式会社
埼玉県さいたま市浦和区針ヶ谷２丁目12番２
号

1,705 2.15

日本トラスティ・サービス信託銀
行株式会社（信託口）

東京都中央区晴海１丁目８番11号 1,323 1.67

いすゞ自動車株式会社 東京都品川区南大井６丁目26番１号 1,274 1.60

アイチコーポレーション従業員持
株会

埼玉県上尾市大字領家字山下1152番地の10 1,116 1.41

東京海上日動火災保険株式会社 東京都千代田区丸の内１丁目２番１号 867 1.09

日本トラスティ・サービス信託銀
行株式会社（中央三井アセット信
託銀行再信託分・トヨタ自動車株
式会社退職給付信託口)

東京都中央区晴海１丁目８番11号 762 0.96

計 ― 53,304 67.09

(注)　上記の所有株式数のうち、信託業務に係る株式数は次のとおりであります。

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 1,917千株

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 1,323千株

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（中央三井アセット信
託銀行再信託分・トヨタ自動車株式会社退職給付信託口） 762千株
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成23年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式

22,700
― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

79,380,600
793,806 ―

単元未満株式
普通株式

49,950
― ―

発行済株式総数 79,453,250― ―

総株主の議決権 ― 793,806 ―

(注) １.「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が100株(議決権１個)含まれて

おります。

２.「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式 10株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

平成23年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社アイチコーポ
レーション

埼玉県上尾市大字領家字
山下1152番地の10

22,700 ― 22,700 0.03

計 ― 22,700 ― 22,700 0.03

(注)　株主名簿上は当社名義となっておりますが、実質的に所有していない株式が100株(議決権１個)あります。なお、当

該株式は上記「発行済株式」の「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式に含めております。

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成23年７月１日

から平成23年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成23年９月30日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、あらた監査法人により四半期レビューを受けております。

　

EDINET提出書類

株式会社アイチコーポレーション(E01657)

四半期報告書

 9/21



１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,189,985 642,034

預け金 22,640,174 22,730,746

受取手形及び売掛金 9,669,767 10,654,541

商品及び製品 799,345 659,629

仕掛品 1,063,284 1,142,899

原材料及び貯蔵品 1,786,698 1,469,307

繰延税金資産 599,197 612,595

その他 429,273 561,410

貸倒引当金 △9,191 △8,198

流動資産合計 38,168,534 38,464,965

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 4,654,106 4,321,315

機械装置及び運搬具（純額） 1,209,749 938,431

土地 8,727,100 8,727,100

その他（純額） 785,055 741,922

有形固定資産合計 15,376,012 14,728,769

無形固定資産 946,709 815,911

投資その他の資産

投資有価証券 2,863,263 2,594,735

繰延税金資産 1,124,995 1,197,175

その他 395,549 1,113,535

貸倒引当金 △53,176 △34,175

投資その他の資産合計 4,330,631 4,871,269

固定資産合計 20,653,353 20,415,950

資産合計 58,821,887 58,880,915
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 7,100,887 7,661,184

未払法人税等 80,878 385,780

役員賞与引当金 59,000 30,000

製品保証引当金 20,800 48,900

その他 3,533,356 3,291,390

流動負債合計 10,794,922 11,417,255

固定負債

再評価に係る繰延税金負債 798,772 798,772

退職給付引当金 3,074,279 3,055,827

役員退職慰労引当金 154,500 160,540

その他 697,995 868,716

固定負債合計 4,725,547 4,883,856

負債合計 15,520,470 16,301,111

純資産の部

株主資本

資本金 10,425,325 10,425,325

資本剰余金 9,923,348 9,923,342

利益剰余金 24,528,648 24,516,205

自己株式 △13,890 △14,043

株主資本合計 44,863,431 44,850,829

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 626,398 430,201

土地再評価差額金 △2,521,520 △2,521,520

為替換算調整勘定 △281,194 △179,705

その他の包括利益累計額合計 △2,176,317 △2,271,024

少数株主持分 614,302 －

純資産合計 43,301,417 42,579,804

負債純資産合計 58,821,887 58,880,915
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

売上高 16,093,282 17,522,696

売上原価 13,314,279 14,352,848

売上総利益 2,779,003 3,169,847

販売費及び一般管理費 ※1
 2,696,185

※1
 2,428,392

営業利益 82,817 741,454

営業外収益

受取利息 58,590 44,760

受取配当金 32,820 36,434

持分法による投資利益 － 825

その他 24,009 27,029

営業外収益合計 115,419 109,050

営業外費用

支払利息 88 33

為替差損 100,134 79,986

その他 14,679 25,583

営業外費用合計 114,902 105,604

経常利益 83,334 744,901

特別利益

固定資産売却益 191 376

関係会社出資金譲渡益 － 34,792

特別利益合計 191 35,168

特別損失

固定資産売却損 3,505 －

固定資産除却損 9,169 4,124

投資有価証券評価損 29,173 13,595

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 10,296 －

厚生年金基金脱退損失 29,205 －

保険解約損 － 3,494

特別損失合計 81,350 21,214

税金等調整前四半期純利益 2,176 758,855

法人税、住民税及び事業税 42,784 369,875

法人税等調整額 214,059 4,263

法人税等合計 256,844 374,138

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△254,668 384,716

少数株主利益 17,241 －

四半期純利益又は四半期純損失（△） △271,910 384,716

EDINET提出書類

株式会社アイチコーポレーション(E01657)

四半期報告書

12/21



【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△254,668 384,716

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △208,306 △196,197

為替換算調整勘定 △56,066 89,107

持分法適用会社に対する持分相当額 － 12,382

その他の包括利益合計 △264,372 △94,707

四半期包括利益 △519,040 290,008

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △513,940 290,008

少数株主に係る四半期包括利益 △5,099 －
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 2,176 758,855

減価償却費 623,264 441,326

のれん償却額 － 25,437

貸倒引当金の増減額（△は減少） △6,926 △16,938

製品保証引当金の増減額（△は減少） △15,100 28,100

退職給付引当金の増減額（△は減少） △8,904 △18,452

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 9,320 6,040

受取利息及び受取配当金 △91,410 △81,195

支払利息 88 33

持分法による投資損益（△は益） － △825

投資有価証券評価損益（△は益） 29,173 13,595

為替差損益（△は益） △1,117 11,684

固定資産除売却損益（△は益） 12,483 3,748

関係会社出資金譲渡益 － △34,792

売上債権の増減額（△は増加） 1,281,325 △1,514,414

たな卸資産の増減額（△は増加） 271,497 △297,043

仕入債務の増減額（△は減少） △565,996 1,178,874

その他 108,609 231,598

小計 1,648,481 735,631

利息及び配当金の受取額 68,537 79,304

法人税等の支払額 △384,307 △16,511

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,332,711 798,424

投資活動によるキャッシュ・フロー

預け金の純増減額（△は増加） △400,000 △1,100,000

投資有価証券の取得による支出 － △33,600

有形及び無形固定資産の取得による支出 △200,247 △584,328

連結の範囲の変更を伴う子会社出資金の売却に
よる支出

－ △275,085

その他 4,749 8,545

投資活動によるキャッシュ・フロー △595,498 △1,984,468

財務活動によるキャッシュ・フロー

配当金の支払額 △397,161 △397,154

少数株主への配当金の支払額 △130,611 －

その他 △22,257 △38,453

財務活動によるキャッシュ・フロー △550,029 △435,608

現金及び現金同等物に係る換算差額 28,622 64,273

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 215,806 △1,557,378

現金及び現金同等物の期首残高 5,802,944 5,430,159

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 6,018,750

※1
 3,872,781
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【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

　
当第２四半期連結累計期間

(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

(1) 連結の範囲の重要な変更

前連結会計年度において連結子会社でありました杭州愛知工程車輌有限公司は、当社が所有する出資金の一

部を譲渡したことにより関連会社となったため、第１四半期連結会計期間において連結の範囲から除外してお

ります。

(2) 持分法適用の範囲の重要な変更

前連結会計年度において連結子会社でありました杭州愛知工程車輌有限公司は、当社が所有する出資金の一

部を譲渡したことにより関連会社となったため、第１四半期連結会計期間より持分法適用の範囲に含めており

ます。

　

【追加情報】

　
当第２四半期連結累計期間

(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び

誤謬の訂正に関する会計基準」(企業会計基準第24号  平成21年12月４日)及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に

関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第24号  平成21年12月４日)を適用しております。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

 偶発債務

顧客の営業取引債務に対して、債務保証を行っております。

　

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成23年９月30日)

顧客の営業取引債務に対
する保証

34,416千円
顧客の営業取引債務に対
する保証

21,298千円

　

(四半期連結損益計算書関係)

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

　

　
前第２四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日)

荷造及び発送費 118,024千円 118,570千円

広告宣伝費 43,822千円 16,729千円

販売手数料 11,326千円 18,027千円

役員報酬 85,348千円 78,345千円

給料手当及び賞与 1,133,748千円 1,036,908千円

役員賞与引当金繰入額 30,000千円 30,000千円

役員退職慰労引当金繰入額 9,320千円 10,740千円

退職給付費用 135,382千円 130,849千円

貸倒引当金繰入額 1,927千円 6,362千円

福利厚生費 226,590千円 195,872千円

通信交通費 119,293千円 117,366千円

減価償却費 99,411千円 113,272千円

賃借料 168,879千円 111,704千円

研究開発費 119,067千円 111,943千円
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１．現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

は、次のとおりであります。

　

　
前第２四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日)

現金及び預金 1,168,895千円 642,034千円

預け金 21,249,855千円 22,730,746千円

　　計 22,418,750千円 23,372,781千円

預入期間が３ケ月超の預け金 △16,400,000千円 △19,500,000千円

現金及び現金同等物 6,018,750千円 3,872,781千円

　

(株主資本等関係)

前第２四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月29日

定時株主総会
普通株式 397,161 5.00平成22年３月31日 平成22年６月30日 利益剰余金

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年10月28日
取締役会

普通株式 397,158 5.00平成22年９月30日 平成22年11月26日 利益剰余金

　

当第２四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月29日

定時株主総会
普通株式 397,154 5.00平成23年３月31日 平成23年６月30日 利益剰余金

　

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計

期間の末日後となるもの

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年10月27日
取締役会

普通株式 397,152 5.00平成23年９月30日 平成23年11月28日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第２四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

　
報告セグメント

その他
(注)１

合計
特装車 中古車 部品・修理 計

売上高 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 10,499,7051,135,0813,722,34815,357,135736,14716,093,282

  セグメント間の内部
  売上高又は振替高

21,180 ― 143,822165,00355,569220,572

計 10,520,8861,135,0813,866,17015,522,138791,71716,313,855

セグメント利益(注)２ 1,270,560390,095979,5992,640,25533,6842,673,939

(注) １．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、高所作業車等の教育及びレンタル

事業であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の売上総利益からセグメント間取引消去を調整して算出しており

ます。

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容(差異調整に関する事項)

　 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 2,640,255

「その他」の区分の利益 33,684

セグメント間売上相殺消去 △220,572

セグメント間売上原価相殺消去 325,636

全社費用（注） △2,696,185

四半期連結損益計算書の営業利益 82,817

(注) 全社費用は、報告セグメントに帰属しない販売費及び一般管理費であります。
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当第２四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

　
報告セグメント

その他
(注)１

合計
特装車 中古車 部品・修理 計

売上高 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 12,482,199848,5534,035,54917,366,302156,39417,522,696

  セグメント間の内部
  売上高又は振替高

8,183 ― 80,223 88,406 43,766132,173

計 12,490,382848,5534,115,77217,454,709200,16017,654,869

セグメント利益(注)２ 1,940,420226,8401,019,8033,187,064 699 3,187,763

(注) １．「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、高所作業車等の教育及びレンタル

事業であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の売上総利益からセグメント間取引消去を調整して算出しており

ます。

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容(差異調整に関する事項)

　 (単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 3,187,064

「その他」の区分の利益 699

セグメント間売上相殺消去 △132,173

セグメント間売上原価相殺消去 114,257

全社費用（注） △2,428,392

四半期連結損益計算書の営業利益 741,454

(注) 全社費用は、報告セグメントに帰属しない販売費及び一般管理費であります。
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(１株当たり情報)

　

１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額並びに算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第２四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額
(△)

△３円42銭 ４円84銭

(算定上の基礎) 　 　

四半期純利益金額又は四半期純損失金額(△)(千円) △271,910 384,716

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額又は四半期純損失金
額(△)(千円)

△271,910 384,716

普通株式の期中平均株式数(千株) 79,431 79,430

(注)  潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、前第２四半期連結累計期間においては、１株当たり四

半期純損失であり、潜在株式が存在しないため、当第２四半期連結累計期間においては、潜在株式が存在しないた

め記載しておりません。

　
２ 【その他】

第64期（平成23年４月１日から平成24年３月31日まで）中間配当については、平成23年10月27日開催の

取締役会において、平成23年９月30日の最終の株主名簿に記録された株主に対して、次のとおり中間配当を

行うことを決議いたしました。

① 配当金の総額 397,152千円

② １株当たりの金額 ５円00銭

③ 支払請求権の効力発生日及び支払開始日 平成23年11月28日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成23年11月10日

株式会社 アイチコーポレーション

取 締 役 会　御 中

　

あ ら た 監 査 法 人
　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　田　邊　晴　康
　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　好　田　健　祐

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式
会社アイチコーポレーションの平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連
結会計期間(平成23年７月１日から平成23年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成23年４月１日
から平成23年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計
算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを
行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
　
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
　
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
　
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
　
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
　
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社アイチコーポレーション及び連結子
会社の平成23年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及
びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認めら
れなかった。
　
利害関係
　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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